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RCI-A4493 基板説明書 Rev.1.0 
RCI-A4493 基板は旭化成エレクトロニクスの 32 bit Premium DAC AK4493EQ/AK4499EQ の内部レジ

スタを設定するレジスタコントロールと I2S インターフェースを電気的にアイソレーションする機能を持ち

ます．BeagleBone Black/Green（以下 BBB(G)）と接続して I2S 信号を出力するネットワーク DDC とする

ハードウェア環境を構築することができます． 

 

 

特徴 
・ マスタークロックを生成する水晶発振器は低位相ノイズの京セラ KC シリーズを採用しています． 

・ ディジタル入力は最大 768kHz の PCM 入力と 11.2MHz の DSD 入力に対応しています． 

・  デジタルフィルタ特性等の設定は 16 ピンのヘッダーピンと 8 回路のディップスイッチで行います． 

・ オプションのアッテネータ基板（ATT-A4490，ATT-A4490S）を接続することで 0dB ～ -127dB まで 

0.5dB 毎に増減可能です． 

・ BBB(G) の電源オン/オフを制御できるように基板上に 2 ピンのコネクタを用意しています． 

・ 青 LED 点灯は DSD 動作，緑 LED 点灯は PCM 動作，黄 LED 点灯は PCM 動作時にサンプリン

グ周波数が 96kHz 以上であることを示します． 

 

 

使用法 
RCI-A4493 と DSD-A4493/DAC-A4499 との接続は CN6 と CN7 をそれぞれ 6 ピンと 3 ピンのケーブ

ルで接続します．また，オプションのアッテネータ基板は CN5 と接続します．各種モードの設定は 16 ピ

ンヘッダーJ1 と 4 ピンヘッダーJ2 および DIP スイッチ S1 で行います．なお，デフォルト（出荷時）では

以下のように設定されています． 

 

オーディオインターフェースフォーマット： 32-bit I2S 互換 

ステレオ／モノモード選択：   モノモード 

ディジタルフィルタ特性：   ショートディレイシャープロールオフ 

ディエンファシス：    オフ 

音質調整（DSD-A4493）：   サウンドセッティング 1 

ゲイン調整：    2.8Vpp@PCM/2.5Vpp@DSD （DSD-A4493） 

     72.8mApp@PCM/45.5mApp@DSD（DAC-A4499） 

DSD データストリーム選択：   DSD64 

DSD フィルタカットオフ周波数コントロール： 37kHz@DSD64/74kHz@DSD128 

238kHz@DSD256/476kHz@DSD512 

DSD Playback Path コントロール：  Volume Bypass 

AK4499 Or AK4493：   AK4493 

 

注意： 

(1) DSD-A4490，PCM-A4495/S も使用可能ですが，その場合は出荷時未実装の 4 ピンヘッダーJ2 の 1-2 をショ

ートする必要があります。 
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16 ピンヘッダーJ1 の機能説明及び設定 
No. ピン名 機能 No. ピン名 機能 

1 DSDSEL0 DSD データストリーム選択 2 

GND グラウンド 

3 DSDF DSD フィルタカットオフ周波数コントロール 4 

5 SC2 音質コントロール 6 

7 SC1 音質コントロール 8 

9 SC0 音質コントロール 10 

11 SSLOW スーパースローロールオフフィルタ 12 

13 SLOW スローロールオフフィルタ 14 

15 SD ミニマムディレイフィルタ 16 

 
O : オープン，S : ショート 

4-13@S1 1-2 DSD データストリーム選択 

ON S  DSD128 

ON  O DSD64（デフォルト） 

OFF S  DSD512 

OFF O  DSD256 

 

3-4 DSD フィルタカットオフ周波数コントロール 

S 65kHz@DSD64/131kHz@DSD128 

O 37kHz@DSD64/74kHz@DSD128（デフォルト） 

 

5-6 音質コントロール 

S Sound Setting 5 

O Sound Setting 4（デフォルト） 

 

7-8 9-10 音質コントロール 

S S Analog internal current, medium2 (Setting 4)  

S O Analog internal current, medium (Setting 3) 

O S Analog internal current, minimum (Setting 2) 

O O Analog internal current, maximum (Setting 1)（デフォルト） 

 

11-12 15-16 13-14 デジタルフィルタ設定 

S S S シャープロールオフフィルタ 

S S O スローロールオフフィルタ 

S O S ショートディレイシャープロールオフフィルタ（デフォルト） 

S O O ショートディレイスローロールオフフィルタ 

O S S スーパースローロールオフフィルタ 

O S O スーパースローロールオフフィルタ 

O O S 低分散ショートディレイフィルタ 

O O O NA 
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4 ピンヘッダーJ2 の機能説明及び設定 
No. ピン名 機能 No. ピン名 機能 

1 RACSEL レジスタアドレスアクセス範囲選択 2 

GND グラウンド 
3 DIF2 DSD フィルタカットオフ周波数コントロール 4 

5 DIF1 音質コントロール 6 

7 DIF0 ミニマムディレイフィルタ 8 

 

O:オープン，S:ショート 

1-2 レジスタアドレスアクセス範囲選択 

S  00H-0AH(AK4490EQ/AK4495SEQ) 

O 00H-15H（AK4493EQ/AK4499EQ） （デフォルト） 

 

3-4 5-6 7-8 機能 

S S S 16-bit 後詰め 

S S O 20-bit 後詰め 

S O S 24-bit 前詰め 

S O O 24-bit I2S 互換 

O S S 24-bit 後詰め 

O S O 32-bit 後詰め 

O O S 32-bit 前詰め 

O O O 32-bit I2S 互換（デフォルト） 

注意： 

(1) 出荷時 J2 は未実装．推奨部品は廣杉計器の PSM-720153-04 等. 

(2) DSD-A4490/PCM-A4495S を使用するには 1-2 をショートする必要があります． 

 

 

DIP スイッチ S1 の機能説明および設定 
1-16 ディエンファシス設定 

ON オフ（デフォルト） 

OFF オン（44.1kHz） 

 

2-15 Gain Control 

ON 
2.8Vpp@PCM/2.5Vpp@DSD （DSD-A4493） 

72.8mApp@PCM/45.5mApp@DSD（DAC-A4499） 

OFF 
2.5Vpp（DSD-A4493） 

45.5mApp（DAC-A4499） 

 

3-14 ソフトミュート有効化 

ON ソフトミュートをオフ（デフォルト） 

OFF ソフトミュートをオン 

 

4-13 DSD データストリーム選択（DSDSEL1） 

ON 
J1 の機能説明および設定を参照 

OFF 
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5-12 Streo/Mono モード選択 

ON ステレオモード（デフォルト） 

OFF モノモード 

 

6-11 DSD Playback Path コントロール 

ON Volume Bypass（デフォルト） 

OFF Normal Path 

 

7-10 未定義 

-  

 

8-9 AK4499 選択  

ON AK4493EQ（デフォルト） 

OFF A4499EQ 

注意： 

(1) ディップスイッチの ON と機能のオン／オフは関連していません． 

 

 

LED インジケータ 
基板上の LED（青，緑，黄）はそれぞれ以下の場合に点灯します． 

 

青：DSD 動作時 

緑：PCM 動作時  

黄：PCM 動作時でサンプリング周波数が 96kHz 以上の場合． 

 

 

ハードウェアアッテネーター  
オプションの ATT-A4490/ATT-A4490S 基板を CN5 に接続することで AK4493EQ/AK4499EQ のハ

ードウェアアッテネーター 機能を使うことができます．0dB～-127dB までの 255 レベルは 0.5dB ステッ

プで 256 レベルは MUTE(-∞)となります．電源オン時には 0dB に復帰します． 

 

 

パワーオン・オフ制御  
CN2 にハーネスでタクトスイッチ等を接続することで BBB(G)のパワースイッチ（S3）の代わりにすることが

できます． 

 

 

ブートスイッチ  
J3 の 1 ピンに BBB(G)のブートスイッチ（S2）の信号を接続しています．ショートピンを挿入するこ とでス

イッチを押した状態になります． 
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コネクタの機能説明 
CN3 は IC3（CPLD）へのプログラミング書き込みのためのコネクタです．通常は使用しません． 

 

CN１ 

No. 信号名 I/O 機能 

1 GND - グラウンド 

2 GND - グラウンド 

3 +3.3V - 3.3V 電源 

4 +3.3V - 3.3V 電源 

10 PWR_BUT O BBB(G)の電源のオン／オフを制御 

13 CPOK I  

23 CLK_SEL I “L”で 44.1kHz 系統，”H”で 48kHz 系統 

25 I2S_DSD I “L”で DSD，”H”で PCM 

26 MCLK O マスタークロック 

28 MUTE I “L”でミュート解除，”H”でミュート 

29 DATA0 I オーディオシリアルデータ/ DSD L チャネルデータ 

30 LRCK0 I L/R クロック 

32 BCK0 I オーディオシリアルデータクロック 

42 DATA1 I DSD R チャネルデータ 

43 

GND - グラウンド 
44 

45 

46 

 

CN2 (B2B-EH(LF)(SN)) 

No. 信号名 I/O 機能 

1 PWR_BUT I BBB(G)の電源オン／オフ制御信号 

2 GND  - グラウンド 

 

CN3 (B6B-EH(LF)(SN)) 

No. 信号名 I/O 機能 

1 3V3 - 3.3V 電源 

2 GND - グラウンド 

3 TCK O クロック信号 

4 TDO I デバイスからのデータ 

5 TMS  O JTAG ステートマシンコントロール 

6 TDI  O デバイスへのデータ 

 

CN4 (0528081871) 

未使用 
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CN5 (B4B-EH(LF)(SN)) 

No. 信号名 I/O 機能 

1 3V3 - 3.3V 電源 

2 GND - グラウンド 

3 RENB I B 相入力 

4 RENA I A 相入力 

 

CN6 (B6B-XH(LF)(SN)) 

No. 信号名 I/O 機能 

1 +3.3V - 3.3V 電源 

2 GND - グラウンド 

3 MCLK O マスタークロック 

4 
BCLK 

O 
オーディオシリアルデータクロック 

DCLK DSD クロック 

5 
SDATA 

O 
オーディオシリアルデータ 

DSDL DSD L チャネルデータ 

6 
LRCK 

O 
L/R クロック 

DSDR DSD R チャネルデータ 

 

CN7 (B3B-XH(LF)(SN)) 

No. 信号名 I/O 機能 

1 CSN O シリアルモードでのチップセレクト信号 

2 CCLK O シリアルモードでのコントロールデータクロック信号 

3 CDTI O シリアルモードでのコントロールデータ信号 

 

CN8 (B2B-XH(LF)(SN)) 

未使用 

 

CN9 (B3B-XH(LF)(SN)) 

No. 信号名 I/O 機能 

1 +3.3V - 3.3V 電源 

2 RSRV - BBB(G)の P8 コネクタの 18 ピンに接続 

3 GND - グラウンド 

 

注意： 

(1) CN1 の表記以外のピンは未接続 

 

 

コネクタ情報 
BxB-XH(LF)(SN)の相手となるハウジングおよびコンタクト端子は，XHP-x および SXH-001T-P0.6． 

BxB-EH(LF)(SN)の相手となるハウジングおよびコンタクト端子は，HER-x および SEH-001T-P0.6． 

 

注意： 

(1) x はピン数を意味する． 
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メカニカル情報 
外観 
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部品面シルク図 
 

 

 

 
 

 

  



9 

改訂履歴 
Date(Y/M/D) リビジョン 改訂理由 ページ 改訂内容 

2020/02/10 1.0 初版   

     

 


